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国立国語研究所「ことばビデオ」シリーズ

〈豊かな言語生活をめざして>3 解説書
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はじめに

国立国語研究所では，平成 13年度から rことば」ビデオ

シリーズ<豊かな言語生活をめざして>を制作しています。

これは，文化庁が昭和 55年度から制作してきたビデオテー

プ・シリーズ「美しく豊かな言葉をめざして」を引き継ぐも

のです。今後，このシリーズでは，国立国語研究所で行って

いる日本語や言語生活に関する調査研究の成果を生かしなが

ら，音声や映像といった視聴覚素材の特徴を利用して，言葉

に関する問題の提示や解説を行い，言葉をめぐる様々な事柄

について考えたり話し合ったりするきっかけを提供していき

たいと考えています。

平成 15年度は r方言の旅Jとし、う題で，現実に使われて

いる話し言葉としての方言の様々な側面や，方言について調

べたり考えたりする方法を具体的に描いています。この解説

書は，ビデオを一層効果的に利用していただくため，制作意

図を明らかにし，利用の際の留意点などについて述べたもの

です。

このビデオ・シリーズが，国語科や「総合的な学習の時間j

などの教材として，あるいは大学等の授業や各種生涯学習の

場などにおいて広く利用されることを期待いたします。

平成16年3月

独立行政法人国立国語研究所長

甲斐睦朗
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<このビデオの目的>

方言は，最も身近な話し言葉です。そして，それは，地域

によって異なります。

そのような身近に存在する方言とはどのような言葉でしょ

うか。また方言をどのようにとらえ，考えればよいのでしょ

うか。このビデオは，方言が実際に使われている様子や様々

な資料を示し，それらと重ね合わせながら，作品を御覧にな

る皆さん自身が考えるための材料としてもらうことを目的と

しています。

方言は，それぞれの地域でお互いに伝え合う話し言葉です。

ですから， r崩れた言葉Jとか 「間違った言葉」では，決しで

ありません。それぞれの地域の方言にはそれぞれの方言の「き

まりごとj，つまり文法が存在しています。

それでは，どのようにして方言としての地域ごとの違いが

生まれてきたのでしょうか。これについては，方言学という

学問分野で研究が進められてきました。

方言も時代とともに移り変わります。また，全国的に共通

話が普及している現代にあっては，場面による方言と共通語

の使い分けも行われています。

このビデオは，以上のようなことが具体的にと らえられる

ように構成されています。

なお，本作品に出てくる方言の会話は，かなり自然に近い

ものです。適宜選択すれば，山形県三川町の方言資料として

も利用できるでしょう。

またこの作品は，私たち国立国語研究所が編集した『新 「こ

とば」 シリーズ 16rことばの地域差一方言は今 j~ (国立印

刷局刊行)の内容とつながりを持たせています。以下の[ユニ

ットごとのねらしリでは， r =キ新 「ことばjシリーズ 16jと

して関連箇所を示していますので，参考にしてください。



本ビデオは，平成 13年度に作成した『相手を理解する 一言葉の背景

を見つめると Jで扱ったテーマの中から， r方言Jを取り上げたも

のです。平成 13年度の作品では， < rすみませんj の意味 ・機能>く

方言><丁寧な言葉><rほめる」という言語行動>くあいまいな表現

〉という 5つのテーマを扱いました。平成14年度から3年間にわたり，

それぞれのテー7 を掘り下げる作品を計画し，平成 14年度のく丁寧な

言葉〉く「ほめる」という言語行動〉に続き，平成 15年度はく方言〉

に焦点を当てました。

<内容>

方言をテーマにレポートを書くことにした東京の大学生，

た漏な長手は，教授の紹介で，山形県の日本海仮11，庄内地方に

位置する三川町の佐藤武夫さんに出会い，現地を訪れます。

地元の人たちとの交流を通して， 生きた方言に触れ，方言に

存在する文法・方言の変化・方言と共通語の使い分けなどの

実際を経験します。東京に戻った美子は，三川町での経験を

生かしながら，言語地図などの資料を参考に考察を深め，再

び現地に赴くことで， レポートを完成させます。

<ユニットごとのねらい>

第1話方言と出会う

方言を対象にしたレポートを書くことにした東京の大学生，

橘美子は，山形県三川町の佐藤武夫さんに誘われて現地に向

かいました。三川町の最寄り駅，鶴岡駅に到着した美子は，

バス停を教えてくれた年配の方の方言が理解できず，戸惑っ

てしまいます。バス停で話し掛けた高校生たちは，美子には

共通語で答えますが，自分たちは，方言でおしゃべりをして

います。ここでは実際の方言の会話を通して，方言とはどの

ようなものかをまずは示すことをねらっています。また，方

2 



言と共通語の使い分けの実際を提示することもねらいの一つ

です。

司新「ことば」シリーズ16

28ベージ解説1 ことばの蝿持続を一方言は~

38ベージ角縦2 ことばの地撤滋の多搬な姿

80ページ間1 r方言Jというのはどのようなことばのことです古、

88ベージ問5 方言によって f素朴Jrおだヰ'かj乃花っIJ'I.、」など，それぞれ

のイメージがあるような気がしま丸どうなのでしょうれ

三川町に到着した美子は，地元の方に道を聞きながら， 佐

藤武夫さんを訪ねます。そして，佐藤さんが，地元の中学校

で「方言Jを課題にした授業を行っていることを知り，翌日

の授業に参加させてもらいます。 ここでは，方言とはどのよ

うなものかを再度示すとともに，美子が三川町の方言への理

解を深める次の場面へのつながりを考慮しています。また，

三川町において実際に行われている方言の聞き取りや書き取

りといった授業風景は，積極的に児童生徒を地域の言葉に取

り組ませる実践的な教育活動であり，参考になるでしょう。

=今新 fことば」シリーズ16

9ページ座談会

ωページ再磁4 地域のことばと Iことば教育J

90ページ問6 よその地域の方言を話すに11，どうすれJ乱、、て寸功、

98ベージ 問 10 共通語を話していて時々「言し、たu、ことがうまく言えなし、j

と思うことがあります。方言だとぴったりくる言い方があるのです古九

l∞ページ問11 方言には共滋吾と違う発酎丸、ろし、ろあるようです。どのよ

うな発音の齢、がありますか。

悶2ベージ問12 アクセントのない方言があると聞きました。そういう方言で

はすべての単語を平らに発音するのですか。話し手拍車、留が伝わりにくく

ありませんか。

112ページ 間17 方言と共通語は，学校の中でどのように話されていますか。
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中学校の放課後，仲良くなった中学生たちとともに道を歩

いていると，中学生の祖父母が通り掛かります。祖父母どう

しゃ祖父母と中学生の会話を耳にして微妙な使い分けに気付

きます。同時に三川町の方言に頻繁に現れる助詞「サ」の使

い方について，中学生に質問を投げ掛けます。宿に戻った美

子は rサJの使い方を整理する中で，方言には共通語とは違

う文法が存在することに気付きます。そしてこのことを確か

めるために佐藤さんのお宅を訪ねます。ここでは，方言の中

に存在する文法，同一方言社会の中での世代差，また方言の

中でも使い分けがあることを具体的に提示することをねらい

としています。

=キ新 「ことば」シリーズ16

38ページ再蹴2 ことばの蝿揚選初多様な姿

48ベージ解説3 変わりゆく地獄のことば

9包ベージ問7 私の住んでいる地獄では，持喰の通学範囲のことを I校区Jと

言いますユしかし辞書を見ると，共通語では 「学区Jと言うようです。町内の人

に配るお知らせには， f:校区Jではなくて f学区Jと書くべきでしょうれ

94ベージ問8 東北のある地方で，女の人が自分のことを「オレ」と言っている

のを聞きましたが，方言には男女差がなし、のでしょうれ

96ページ問9 方言はだんだλ筏土寸ぱtくなってきているように思います。将来

は完途になくなってしまうのでしょう方、

104ページ問13 東北では「山に行くJを「山サ行くJと言うと聞いたので， f，、

い天気主なった」も f，'，、天気芝なったjだと思ったら，この場合は fニjだと

言われたのて寸功九

第2話方言を考える

東京に戻った美子は，大学の図書館で参考資料を調べるこ

とにしました。方言辞典，方言地図，また方言の会話を収録

した談話資料など，方言に関する多くの資料が存在します。

また，三川町で5美子が関心を持った助詞「サ」の分布が見ら
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れる全国的な地図もあります。 ここでは，代表的な資料を紹

介します。

=宇新「ことばjシリーズ16

70ページ解説5 方言を諦河

このような資料に見られる分布から多くのことを読み取る

ことができます。ここでは， r周圏分布」や「東西対立Jなど，

基本的な分布の説明方法を視覚的に紹介することをねらいに

しています。

=字新「ことばjシリーズ16

84ベージ問3 日本語には方言がし、くつありま寸古、

108ページ 問15 言葉に地指駐車弛さあるということは，いつごろから意殺されて

いたのでしょうカL

110ベージ問16 方言には古い言葉が残っていると聞きました。たとえばどん

な言葉があるのでしょうか。

美子は，様々な資料を通して考える中で，再度現地に行っ

て調べてみなければ分からない課題が残されていることに気

付きます。三川町を再訪し，現地の人々との交流を重ねなが

ら，レポートを完成させていきます。

主人公，美子は，生きて使われている「方言Jを通して，

問題を発見し，科学的に解決してし、く方法を探っていきまし

た。

どんな場合にでも言えることですが，疑問に思ったこと，

明らかにしようと思ったことにすぐ答えが出るとは，限りま

せん。美子がたどったような曲がり道は付き物です。 しかし，

その先には，面白い，わくわくするような発見がきっとある

はずです。そんな未知の事柄に，身近な言葉である「方言j

を通して，近づいてみようという気持ちを抱いてもらえれば

幸いです。
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<シナリオ>

※自然会話の文字化について

-自然会話はできるだけ忠実に文字化していますが，完全では

ありません。また，分かりやすさを優先して，方言の発音を

共通語的に表記しています。御注意下さい。

理解しづらいと判断された方言の部分には下線を付けて，[l 

の中に共通語訳を補いました。

例酒田方面主旦i工[だから]

・理解のために補った部分はく>の中に示しています。

例まず， <家に〉入ればいいね

方言の旅

第1話方言と出会う

1-1 特急列車の車内

期待に胸躍らせる橘美子 (大学三年生)がいる。車窓の風景に見入る。

1-2 大学(回想)

キャンパス外景。

中庭でくつろく学生たち。

研究室の廊下を来る美子。

ドアをノックする。

教授 「はい，どうぞ」

美子 f(ドアを開けながら)失礼 します。 橘ですJ

研究室には佐藤亮一教授と客がいる。

教授 「ああ，どうぞ」

美子1 ドアを閉める。

6 



教授 「あっ，ちょうどよかった。こちらは山形県から来られた

佐藤武夫さんです」

武夫 fはじめまして。佐藤武夫ですJ

美子 r (会釈して)橘美子ですJ

教授 「佐藤さんは，東北弁，庄内弁を大事にする会の会長さん

です。山形県三川町の全国方言大会を最初に企画された方で、すJ

美子 「そうなんですか! (興味津々の表情)J

教授 「橘さんは，わたしのゼミの三年生で，今度，方言をテー

マにしてレポートを書こうとしているんですj

武夫 fああ，そうですか」

美子 「はい。わたし，先生の授業を聞いていて，東北地方の方

言に興味があるんです。でも，まだ行くチャンスがなくて…」

武夫 「ああ，そうですか。わたしたちの三川町でよろしければ，

どうそ二生きた方言に触れることができますよj

教授， fまlま笑みながらうなずく。

美子 「本当ですか!J 

武夫 「はしL歓迎しますよ!J 

美子 r (心，動かされ)三川町は，先ほどおっしゃっていた庄

内弁なんですか?J

武夫 「そうです。(ド、アにはつである日本地図に近寄って)山

形県の庄内地方はここで寸。この庄内のほぼ中央にわたしの暮ら

している三川町があります。米どころでしてね。今でしたら稲穂

がお百科義してますよ」

笑顔でうなずく美子，地図に目を移す。

山形県の庄肉地方にズームアップ。

1-3 特急列車の車内

特急の車内の美子にズームアップ。

車内アナウンスが鶴岡駅が近づいていることを告げる。

車窓に流れる庄内平野の広がり。
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稲穂の波の中を走る特急。その薗函に，山形県の地図が重なる。

地図には，酒田市と鶴岡市に挟まれた三川町の位置が示されている。三

川町は美子の目的地である。

1-4 JR鶴岡駅前

駅前広場。流れる庄内の酷語。

字幕縄問駅》

荷物を抱えて駅舎から出てくる美子，バス停を探す。

美子，パス路線案内図を見るがよく分からない。

通り掛かった地元のお年寄り σ0織代の男性)に尋ねる。

美子 「あー，あの，すみません。あー，あの，三川町行きのバ

ス停は， どこでしょうカサ

お年寄り「三川町…，酒田方面担当1[だから]， ~重t:.":>主全 [5

番だよ]。盈2主主[あっちへ]行ってやー，聞いてみた方がど

ど主企担二企[いいのではないカヨ ....・H ・-。バス停さ行つてな」

美子 f (よく理解できなし、で)..あのー，三}II町寸時的、ん

ですが」

お年寄り fバス停，遁目立主主 [酒田行きに]乗って行けは二四

さ[三}11に]とまるかんじようだ[止まることになっている]。

そこぺTって，また，あこ~って，盟ピ主主匙[聞いて見ろ] ! J 

美子 f(まだ分からず)あ，ありがとうございました」

わ年寄り「気ぃ付けてのーj

美子 「はし、」

会釈してバス停を探す。

五番の酒田行きバス停。

二人の女子高校生が立ち話をしている。

美子，近づく。

美子 f (二人に)あの，すみません。三川町行きのパスは，こ
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こでしょうかワ」

高校生A りまし、三川町に行くには，酒田行きのパスに乗れば行き

ますよ」

美子 fあのー，樹というとこ，通ります円

高校生A r(高校生Bに)えっ，通ったつけ?J

高校生B r慎子に)通りますよJ

パス停に表示された路線図のところに美子を促し

高校生B r(押切を指さして)乗ってから20分ぐらい掛かります」

美子 「どうもありがとうJ

高校生Arし、し、え」

パスの至I}着を待っている間にP 女子高校生たちは，再びf おしゃべりを

始める。

字幕《二人の話題「家族で食事に行ったときのことJ))

高校生A rなあ，このめーやー [この前ね]，あれ，あっこの [あ

そこの]何だっけなー，あ，クレープ金ヒ主[食べに]宜2主主

やの[行ったんだ、よね]。での[それでね]みんな，家族みんな

で守子って・"J

高校生Br家族みんなで、行ったの?J

高校生A r行ったのJ

高校生B rあー，なんか食ってそうだの[食べたそうだね]。し、つ

盛ピ豆[たくさんね]J

高校生A rでの，で，なんか，妹は，なんかやー，一緒に家族で宜

三主主[行くのが]士企主ヱよ企捕だとカヨ宣主主1"[言うん

だよ]。なんか，主ヱよ二主士[お父さんがね]，あれだろ。G美

子，二人に視線を移す)おっとーと一緒にじ企主主[いるのが]

全企主且!f[嫌だから]だろ。で，行って，それてY丘2主主士E
C行ったんだよね]。で，結局，妹が車さ[車に]乗ってて，わ

たし，まんず，みんな行って，三人」

高校生B r食えなかったの?J
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高校生Arんーん。主且庄豆 [だからね1。妹は， 何って開いてて，

で，妹はアイスで，おっかー[あ苛さん]もアイスで，てや， w何

食いてー?~って，ヰーづとさんに盟ど主主土色[聞いたんだよね]。

そしたらや，あちとさん， Wクレープがしw、』なんてや....，(:字幕((r父

親がクレープを食べたJ)))顔に似合わずや，おやじのくせして，

クレープかやー[クレープかよーJ.なんて思ってたんけどやー」

美子，聞くとはなしに聞こえてくる会話に耳を傾けながら，漠然と「こ

れが方言か」と理解する。

1-5 三川町押切のバス停。

近づいてくるパス。

バス停に止まる。

降り立つ美子，パスが走り去る。

辺りを見回し，メモを見る美子。

メモには，佐蔵武夫家の住所と略図カ句書いてある。

1-6 三川町の風景

稲刈りを待ち，お辞儀をしている前商事。

広々 とした田んぼの奥には鳥海山。
ちょ っかいさん

字幕 《鳥海山》

そして月山の山並み。
がっさん

字幕《月山》

美子が艇を通3思想Lぐんみかわまら
字幕《山形県東田川郡三川町》

ト7 土口(どぐち)の梶議

標援の下に来る美子。

棟織に位されている地域名「土ロ」のアップ。
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1-8 小さな結措桝土の蹟

赤い鳥居のそばでは，農家の女性が草取りをしている。

美子，女性に近づきl 声を働ける。

美子 「あの，すし、ません!土口の佐藤武夫さんのお宅はどちら

でしょうか?J

女性 「ああ，武夫さんえ[武夫さんの家]かー，まてよーJ

美子のそばに来て，

女性 「そこの十字路とこ，左さ行くな」

美子 「はあ?J

女性 「あのの。そこの十字路とこ，左さ曲がんな」

美子，戸惑う。その表情に，

美子(モノローグ) I曲がるなって言ってるのかなあ…」

美子I 女性に尋ねる。

美子 「左ですねワJ

女性 「はい，そうです」

美子 「あ，は川分かりました。ありがとうございました」

一礼して先を急ぐ。

見送る女性。

十字路。美子，迷いながら右へ曲がろうとすると

女性 I (大声で，身振りを交えながら)右さ曲がんな!左さ曲

がんな!左さ曲がんな!J 

美子戸惑うが女性が左方向を身振りで示すので，左へ曲がって行く。

1-9 佐藤武夫家表~庭

美子，確認して門を入って行〈。

庭で，外出しようとしている武夫氏と出会う。

美子 「あ，どうもこんにちは!J 

武夫 「おお，こんにちは，よく。しばらくでした，どうもJ

美子 「はい，ごぶさたしてますJ
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武夫 f(玄関から出て来る奥さんlこ)・・・おっ，ねー，ちょっと，

東京から来た橘さんj

美子を紹介する。

美子 門会釈して)橘美子ですj

奥さん f(笑顔て0迎えて)どうもどうも，はじめまして。よく来

ました」

武夫 「あの，佐藤先生の，ほら，ゼミ生で，方言調査来たのJ

奥さん 「生二ど企二[かわいいねえJJ

美子 f(バッグから取り出し)これ，東京のお土産です」

奥さん f(芝浦首して)あっ，すみません。もつけでござし、ます[あ

りがとうございますJJ

武夫 「そんなもの…，わざわざ，主ヱ旦t-!_(J)[ありがとうJJ

奥さん f (家を指して)まず，<家に>入ればv'v、ね」

武夫 「あっ，おれの，今の， f'子かねまねくて[行方ミなければな

らなくて]んー， これから行かねまねくて， 時間で行かねまねく

てj

美子 fわたしも，まだ宿に一 j

武夫 「宿はどこだけあJ
でんでん

美子 「田回です」

武夫 「回目の。んだば，おれ， 今，回国さ行こうと思ってたか

ら，長ι2皇主[自分の車にJ，いっしょ乗ってあべ[一緒に乗
って行けJJ

美子 「はい，ありがとうございます」

奥さん 「まず，いいであや [し、いじゃないの]， 入ればいいしj

武夫 「おれもな，時間くのことが>あんなや [あるんだよJJ

奥さん 「んだ…。(美子に)へば，どうも何か，また来てくださ

いの。すみませんの一。もつけでございます[ありがとうござい

ます]。どうも」

武夫 「せば，の，重ヱエ主べ漂って行け]・・・」

車の方へ促す。
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武夫氏と美子，車に向かう。

1-10 三川町の田園風景~四国の宿

武夫氏の車から見た田んぼ。

いろり火の星の駐車場。

字幕 《いろり火の里))

駐車場に立つ三川町の案内図。

案内図の下部に表示してある三川町の方言集の文字。

宿泊研修施設・園田の宿の外景。
でんでん

字幕 《岡田の宿》

車品切摘し、降りる美子と武夫氏。

武夫 「はい，ここが，田回の宿です」

案内され館内へ入って行く美子。

1-11 園田の宿・フロント

迎える受付の女性。

受付 「し、らっしゃいませ」

武夫 「あ，こんにちは」

受付 「こんにちは」

武夫 「あの，東京から来た橘さん。あの，チェックインで'''J

受付 「はい，機様ですね。ーそうしますと，こちら、よろしい

でしょうカy

チェックインの用紙とペンを渡す。

美子 「はし、」

!e名する。

1-12 園田の宿，方言ライブラリー

展示品について武夫氏が説明している。

字幕(債言ライブラリー》
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